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【災害地質研究部会】
地震や斜面災害などの地質災害
に対し，応用地質学的な調査・
研究手法を用いて多くの知見を
見いだし，災害の軽減のために
その発生予測や被害軽減方策，
復旧活動などに活用することを
目指しています.



１．平時からの学会間協力

理学と工学の協働に関する取り組み

地質・地盤という同じ対象について，「応用地質学」 （理学）と「地盤工学」 （工学）
の二つの学問が進展してきたが，共通のリスクに対する取り組みが必要となる．

そのために最も重要なことは，以下の提言のように，「応用地質学と地盤工学，両
学問・技術の協働を推進する」ことである．

提言 （案）1 応用地質学と地盤工学の協働の推進

地質技術者や地盤技術者が扱う地質や地盤は複雑で不均質なものであり、し
かも地下は直接確認することが難しいことから、地質や地盤に関わる情報には
大きな不確実性がある。

実際の建設プロジェクトにおいては、この不確実性に対処するために、応用地
質学（Engineering Geology）と地盤工学(Geotechnical Engineering)という二つの学
問・技術を活用・駆使する必要があり、各々の学問・技術に精通した地質・地盤
技術者や研究者の知識・技術的経験を総動員する、すなわち協働させることが
最も重要である。

この両学問・技術ならびに関係技術者の協働は、地盤工学・応用地質学の専
門家はもちろん、全国組織である地盤工学会・日本応用地質学会、両学会全体
で認識し、推進する必要がある。

「地盤工学のあり方―応用地質学と地盤工学の 協働を考える―研究委員会」 報告および提言（案）https://jibankantou.jp/group/pdf/20220329kyoudoubook.pdf

https://jibankantou.jp/group/pdf/20220329kyoudoubook.pdf


１．平時からの学会間協力

理学と工学の協働に関する取り組み

実施年月 活動内容

2019年5月 地盤工学会関東支部に「地盤工学のあり方―応用地質学と地盤工学の協働を考える―研究委員
会」を設立、活動開始

2022年3月 報告書（報告および提言案）作成・公開
https://jibankantou.jp/group/pdf/20220329kyoudoubook.pdf

2022年4月～
2023年3月

「応用地質学と地盤工学の協働に関する会長特別委員会」活動

2023年6月 報告書（報告書および提言）作成・公開
https://jiban.or.jp/file/organi/bu/somubu/2023-kaityotokubetu/teigen20230829.pdf

2023年8月 シンポジウムを東京で開催

2023年10月 日本応用地質学会全国大会（秋田）で特別セッション「理学と工学の融合における都市開発と
応用地質学会のこれから」開催

2024年7月 地盤工学会 地盤工学研究発表会（旭川大会）で市民セッション「応用地質学と地盤工学の協
働の未来」を開催

2024年10月 日本応用地質学会全国大会（高松）で特別セッション「理学と工学の融合における都市開発と
応用地質学会のこれから Part2」開催

2025年10月 日本応用地質学会全国大会（札幌）で特別セッション「理学と工学の融合における都市開発と
応用地質学会のこれから Part3」開催

日本応用地質学会と（公社）地盤工学会は，協働を推進すべく合同協議や報告・提
言の発信，情報の共有化および継続検討を行っている．

地盤工学会・日本応用地質学会の協働活動

https://jibankantou.jp/group/pdf/20220329kyoudoubook.pdf
https://jiban.or.jp/file/organi/bu/somubu/2023-kaityotokubetu/teigen20230829.pdf


２．災害調査の学会間協力

災害調査団による調査

発生年 災害 報告書

2024年 能登半島地震
奥能登豪雨災害

令和6年能登半島地震災害調査団報告書
 「能登半島地震がなぜ起こり故郷がどう変化したのか －
持続可能な故郷の再生に向けてー」

2020年 九州豪雨災害 令和2年7月九州豪雨災害調査団報告書 
「くりかえされる豪雨災害から学び､次の災害に備える」

2019年 台風19号（東日本台風）災害
10月低気圧災害

2019年台風19号（令和元年東日本台風）等災害調査団報告
書 「頻発する自然災害を知り、命を守る」

2018年 西日本豪雨災害 平成30年7月豪雨災害（西日本豪雨災害） 調査団報告書 
「広域・激甚化する災害に学び、次の災害に備える」

2018年 北海道胆振東部地震 地震による地すべり災害 2018年北海道胆振東部地震

2017年 九州北部豪雨災害 2017年九州北部豪雨災害調査団報告書 
「防災と環境を見据えた持続可能な故郷再生に向けて」

2016年 熊本地震 2016年熊本・大分地震災害調査団報告書 
「熊本の⼤地・新たな伝承の始まり」

2014年 広島豪雨災害 平成26年広島大規模土砂災害調査団報告書
「土地の成り立ちを知り 土砂災害から身を守る」

2013年 台風26号 伊豆大島豪雨災害 平成25年台風10月26号による伊豆大島豪雨災害調査報告書

日本応用地質学会は，地質に係わる大規模災害が発生した際に，学会員による災
害調査団を結成し，状況により関連学会と協力して，現地調査を含む研究および成
果の公表を行っている．

日本応用地質学会 ホームページ：https://www.jseg.or.jp/

https://www.jseg.or.jp/


２．災害調査の学会間協力

平成25年伊豆大島豪雨災害の調査

第1章 はじめに
第2章 伊豆大島における災害史
第3章 伊豆大島の自然環境
第4章 土砂災害のハード対策と
ソフト対策の概要
第5章 災害の実態

第6章 災害発生のメカニズム
第7章 災害廃棄物
第8章 災害対応・復旧・復興
第9章 今後の災害に対する被害の
軽減・提言
謝辞

報告書目次

伊豆大島土砂災害現地説明会・報告会
平成26年5月24日(土) 東京都大島町

合同4学会 伊豆大島土砂災害調査団現地見学会・現地報告会資料

土木学会・地盤工学会・日本地すべり学会・日本応用地質学会の合同調査を実施



２．災害調査の学会間協力

平成30年北海道胆振東部地震の調査

第１部 地震の発生と地震動
第２部 地震地すべり発生の素
因と変動の分類
第３部 地震地すべりの分布と
その特徴
第４部 地震地すべりの事例：
テフラ層すべり
第５部 地震地すべりの事例：
岩盤地すべり

第６部 地震地すべりの事例：造
成地の地すべり
第７部 地震地すべりの発生・移
動メカニズムと発生場の特徴
第８部 地震による都市の地盤変
動とその対策
第９部 行政機関などの対応と対
策
第10部 地震地すべりによる被害
を軽減するために

報告書目次

平成30年北海道胆振東部地震災害調査
合同報告会

 令和元年9月27日(金) 北海道札幌市

日本応用地質学会 https://www.jseg.or.jp/wp-content/uploads/2025/02/20190927_houkokukai.pdf北海道大学出版会  https://www.hup.gr.jp/items/65002507

北海道地質調査業協会・日本地すべり学会・北海道応用地質研究会・北海道地す
べり学会・日本応用地質学会の合同調査報告会を実施

https://www.jseg.or.jp/wp-content/uploads/2025/02/20190927_houkokukai.pdf
https://www.hup.gr.jp/items/65002507


２．災害調査の学会間協力

令和6年能登半島地震の調査

Ⅰ.はじめに
Ⅱ.災害の概要
Ⅲ.土砂災害
Ⅳ.地形変動
Ⅴ.火山地質との関係
Ⅵ.土木構造物の被災状況

Ⅶ.環境への影響
Ⅷ.石川県・富山県の被害
Ⅸ.新潟県の被害
Ⅹ.福井県北部の被害
Ⅺ.減災に向けた提案と課題
Ⅻ.おわりに

報告書目次

現地報告会の開催
2025年1月11日（土） 石川県金沢市

第１部 能登半島地震を理解する
第２部 能登の山々はなぜ大きく崩れたのか？
第３部 大地が割れ・盛り上がり・動いた！
第４部 能登地方以外でも大きな災害がおこったわけ

第５部 地震やその後の災害から身を守るために
第６部 質疑応答

日本応用地質学会 能登半島地震災害調査団ページ：https://www.jseg.or.jp/disaster_investigati/2024_noto_peninsula_earthquake/

災害発生直後から関連学会関係者と情報交換し，現地状況を把握しながら調査企
画を検討し，実効的な現地調査・研究を実施

https://www.jseg.or.jp/disaster_investigati/2024_noto_peninsula_earthquake/


自然災害伝承碑調査地点（全国）
調査数：1346箇所
（調査票作成405箇所）

2025年9月25日時点
背景図：地理院地図

３．自然災害伝承碑研究の連携

学会による自然災害伝承碑調査

碑建立の
背景

（応用地質
的考察）

地理院地図
掲載有無

災害名
災害の特性

位置・場所

碑名

碑の材質
（岩石名）

災害碑調査票の例
千田啓二・下村博之・金山健太郎 （2025）：自然災害伝承碑の学会の調査結果の公開と利活用,日本応用地質学会令和7年度研究発表会

日本応用地質学会では，全国の会員の活動により自然災害伝承碑
の調査を進めている．



調査した自然災害伝承碑調査票を，web-GISを利用して，学会HPで
一般公開を開始（2025年10月～）

３．自然災害伝承碑研究の連携

調査研究成果のWeb公開

範囲の拡大

https://www.jseg.or.jp/disaster-monuments/dgis/index.html

☜学会トップページから
もしくは右QRコードから☞

URLクリック

地点をクリック

千田啓二・下村博之・金山健太郎 （2025）：自然災害伝承碑の学会の調査結果の公開と利活用,日本応用地質学会令和7年度研究発表会

https://www.jseg.or.jp/disaster-monuments/dgis/index.html


３．自然災害伝承碑研究の連携

関係機関との連携
（１）国土地理院との連携

自然災害伝承碑の公表を推進する国土地理院と2022年より定期
協議を開催するとともに，学会研究発表会の特別セッションに招
待し情報交換を行っている．

年 特別セッション 講演内容（国土地理院関係者）

2022年
（大阪）

自然災害伝承碑による地
域災害の応用地質とアウ
トリーチ

・自然災害伝承碑に関する地図情報の整備と活用の可能性
栗栖 悠貴・宮下 妙香（国土地理院）

・学会員から1件発表

2024年
（高松）

自然災害伝承碑から解き
明かす地域災害

・【招待講演】自然災害伝承碑プロジェクトの第二ステージへの期待
川崎 茂信（元国土地理院長・国土技術研究センター）

・学会員から3件発表

2025年
（札幌）

自然災害伝承碑からみる
地域災害とアウトリーチ
活動

・【招待講演】自然災害伝承碑の取組
田中 信（国土地理院北海道地方測量部）

・学会員から5件発表

（２）関係機関等との意見交換

• 石材を扱う団体である（一社）日本石材産業協会と技術協力
に関する協議を開始

• シンポジウムを通じて興味を持たれた方々との意見交換

https://www.jseg.or.jp/committee/disaster/#monuments

https://www.jseg.or.jp/committee/disaster/#monuments


まとめ（連携活動の効果と展開）

■平時からの学会間協力
関連学会との協働検討による技術交流

理学・工学両分野での学術の高度化

■災害時の学会間協力
合同調査団による幅広い調査研究・提言・報告の実現

現地状況の共有等による調査実効性の向上

■自然災害伝承碑研究の連携
学術連携等の活動による情報公開・協力関係の拡張

アウトリーチ活動の推進に向け，教育現場・地域コミュニ
ティ等との連携
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